
○湖南衛生組合規約  

昭和 36 年６月１日  

総行地収第 499 号  

第１章  総則  

(組合の目的 ) 

第１条  この組合は 、し尿処理場の建設 及び運営に関する事 務を共同で処理

することを目的とす る。  

(組合の名称 ) 

第２条  この組合は 、湖南衛生組合 (以 下「組合」という。 )という。  

(昭 40 総行地収 403・一部改正 ) 

(組合を組織する地 方公共団体 ) 

第３条  この組合は 、 立川市、武蔵野市 、小金井市、小平市 、 国分寺市、東

大和市及び武蔵村山 市 (以下「関係市」 という。 )をもつて 組織する。  

(昭 40 総行地収 403・昭 46 総行地収 86・令４総行市 542・一部改正 ) 

(組合事務所の位置 ) 

第４条  この組合の 事務所は、東京都武 蔵村山市大南 ５丁目 １番地に置く。  

(昭 40 総行地収 403・昭 46 総行地収 86・昭 52 総行地 50・一部改正 ) 

第２章  組合議会  

(議会の組織 ) 

第５条  この組合に 組合議会を置く。  

２  組合議会議員 (以下「議員」という 。 )の定数は、１４ 人とし、関係市か

ら各２人を選出する 。  

(昭 40 総行地収 403・昭 42 総行地収 497・昭 46 総行地収 86・平 23

総行市 789・令４総 行市 542・一部改正 ) 

(議員の選挙 ) 

第６条  前条第２項 の規定により選出す る議員は、関係市の 議会において、

その議会議員の中か ら選出する。  

(昭 40 総行地収 403・昭 42 総行地収 497・昭 46 総行地収 86・平 23

総行市 789・一部改 正 ) 

(議員の任期 ) 

第７条  議員の任期 は、その者の属する 関係市の議会議員の 任期による。  

２  議員がその資格 の要件を有しなくな つたときは、その職 を失う。  

３  議員に欠員を生 じたときは、その前 任議員の属する関係 市の議会におい

て、補欠選挙を行な わなければならない 。  

４  補欠議員の任期 は、前任者の残任期 間とする。  

(昭 40 総行地収 403・昭 46 総行地収 86・平 23 総行市 789・一部改



正 ) 

(議長及び副議長 ) 

第８条  議会に議長 及び、副議長各 １人 を置く。  

２  前項の議長及び 副議長は議員の中か ら選挙する。  

３  議長及び、副議 長の任期は、議員の 任期による。  

４  議長に故障があ るときは、副議長が 議長の職務を行う。  

第３章  組合の執行 機関  

(執行機関の組織 ) 

第９条  この組合に 管理者 １人、副管理 者 ６人及び監査委員 ２人を置く。  

２  前項に定める者 のほか、組合に事務 局長、会計管理者そ の他の職員を置

く。  

(昭 40 総行地収 403・昭 40 総行地収 615・昭 42 総行地収 497・平 19

総行市 979・平 23 総行市 789・令４総 行市 542・一部改正 ) 

(執行機関の選任及 び任期等 ) 

第１０条  管理者は 、関係市の長の中か ら互選する。  

２  副管理者は、関 係市の長のうち、管 理者以外の者とする 。  

３  管理者及び副管 理者の任期は、その 者の属する関係市の 長の任期による 。 

４  管理者及び副管 理者が、その者の属 する関係市の長の職 を失ったときは 、

その職を失う。  

５  副管理者は、管 理者に事故があると き又は管理者が欠け たときは、管理

者があらかじめ定め た順序により、その 職務を代理する。  

６  監査委員は、議 員及び、識見を有す る者の中から各 １人 を管理者が組合

議会の同意を得て選 任する。  

７  監査委員の任期 は、 ４年とする。た だし、議員の中から 選任された者に

あつては、議員の任 期による。  

８  会計管理者は、 関係市の会計管理者 の中から管理者が任 免する。  

９  事務局長その他 の職員は、管理者が 任免する。  

(昭 40 総行地収 403・昭 46 総行地収 86・昭 50 総行地 755・平４総

行地 414・平 19 総行市 979・平 23 総行市 789・一部改正 ) 

第４章  組合の経費  

(経費の支弁の方法 ) 

第１１条  この組合 の必要経費は、補助 金、関係市の分賦金 及びその他の収

入をもつて支弁する 。  

２  分賦金は、組合 議会の議決を経て毎 年度これを定める。  

３  分賦金の納期は 、管理者の定めると ころによる。  

(昭 46 総行地収 86・一部改正 ) 



付  則  

この規約は、地方自 治法第２８４条の規 定による東京都知事 の許可のあつ

た日から施行する。  

付  則 (昭和 40 年５月１日総行地収第 403 号許可 ) 

この規約は、地方自 治法第２８６条第１ 項の規定による東京 都知事の許可

のあつた日から施行 する。  

付  則 (昭和 40 年８月 16 日総行地収第 615 号許可 ) 

この規約は、地方自 治法第２８６条第１ 項の規定による東京 都知事の許可

のあつた日から施行 する。  

付  則 (昭和 42 年４月 17 日総行地収第 497 号許可 ) 

この規約は、地方自 治法第２８６条第１ 項の規定による東京 都知事の許可

のあつた日から施行 する。  

付  則 (昭和 46 年２月 19 日総行地収第 86 号 ) 

この規約は、地方自 治法第２８６条第１ 項の規定による東京 都知事の許可

のあつた日から施行 する。  

付  則 (昭和 50 年２月 25 日 49 総行地第 755 号 ) 

この規約は、地方自 治法第２８６条第１ 項の規定による東京 都知事の許可

のあつた日から施行 する。  

付  則 (昭和 52 年４月 27 日 52 総行地第 50 号 ) 

この規約は、東京都 知事の許可のあつた 日から施行する。  

付  則 (平成４年８ 月 13 日４総行地第 414 号 ) 

この規約は、地方自 治法第２８６条第１ 項の規定による東京 都知事の許可

のあつた日から施行 する。  

附  則 (平成 19 年３月 29 日 18 総行市第 979 号 ) 

(施行期日 ) 

１  この規約は、平 成 １９年４月１日か ら施行する。  

(助役に関する経過 措置 ) 

２  この規約の施行 の際現に助役である 者は、この規約 の施 行の日 (以下「施

行日」という。 )に 、この規約による改 正後の湖南衛生組合 規約 (以下「新

規約」という 。)第１ ０条第３項の規定に より、副管理 者とし て選任された

ものとみなす。この 場合において、その 選任されたものとみ なされる者の

任 期 は 、 施 行 日 に お け る こ の 規 約 に よ る 改 正 前 の 湖 南 衛 生 組 合 規 約 (以 下

「旧規約」という 。)第１０条第３項の規 定により選任された 助役としての

任期の残任期間と同 一の期間とする。  

(収入役に関する経 過措置 ) 

３  この規約の施行 の際現に在職する収 入役は、関係市の収 入役としての任



期中に限り、なお従 前の例により在職す るものとする。  

４  前項の場合にお いては、新規約第 ９ 条及び第１０条の規 定は適用せず、

旧規約第９条及び第 １０条の規定は、な おその効力を有する 。この場合に

おいて、旧規約第９ 条第１項中「助役」 とあるのは「副管理 者」と、旧規

約 第 １ ０ 条 第 ３ 項 及 び 第 ４ 項 中 「 助 役 及 び 」 と あ る の は 「 副 管 理 者 及 び 」

と、「助役又 は」と あるのは「副市長又 は」とする。  

付  則 (平成 23 年２月８日 22 総行市第 789 号許可 ) 

(施行期日 ) 

１  この規約は、平 成 ２３年４月１日か ら施行する。  

(経過措置 ) 

２  この規約の施行 の際現に管理者であ る者は、この規約の 施行の日に、こ

の規約による改正後 の湖南衛生組合規約 第 １０条第１項の規 定により、管

理者として互選され たものとみなす。  

   附  則 (令和 ４年 11 月 15 日４総行市第 542 号許可 ) 

 この規約は、令和 ５年４月１日から施 行する。  


